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上
田

辰
之

助

名
蟄
教
授
年

静

桶

舎

典

男

故
上
田

辰
之
助
先
生

は

国
際
的
な

学
者
で

あ
っ

た
｡

学
識
は

古
今
東
西
に

普
き

碩
学
で

あ
っ

た
｡

本

年
譜
は

先
生
の

草
間
と

思

想
の

形
成
を

跡
づ

け

る
一

つ

の

試
み

で

あ
る

｡

一

八

九
二

年
に

始
ま

り
､

中
に

二

つ

の

世
界
戦
争
を

含
め

た

先
生
の

六

十
四

年
の

生

涯
は

､

日

本
の

歴
史
そ
の

も
の

が

多
彩
且

つ

多
難
な

時
代
で

あ

り
､

し

か

も

先
生

を

青
く

み
､

後
に

ご

自
身
が

有
力
な

推
進
力
と

な

ら

れ

た
一

橋
大
学
が

､

ま
た

､

高
商
か

ら

単
科
大
畢

､

そ

し
て

社
食
科
挙
の

綜
合
大
学
へ

と

興
隆
し
っ

つ

.
あ

る

時
代
で

あ
っ

た
｡

し

か
の

み

な

ら

ず
､

ギ

リ

シ

ャ

･

ロ

ー

マ

に

遡
り

､

イ

ギ
リ

ス

･

ア

メ

リ

カ
･

イ

タ

リ

ヤ
･

フ

ラ
ン

ス

･

ス

ペ

イ
ン

･

中
国
に

跨
が

る

先
生
の

深
い

文
化
の

洞
察
は

､

勢

い

年
譜
を

多
彩
た

ら

し

め
ざ

る

を

得
な
い

｡

作
成
に

あ

た
っ

て

若
年
か
つ

不

倍
の

弟

子
の

困
惑

す
る

と
こ

ろ
で

あ
る

｡

ゝ
･

-

マ

ス

主
な
き

多
鴫
書
屋
に

遺
さ

れ

た

音
簡
の

集

積
を

手
懸
り

と

し

な
が

ら
､

そ
こ

に

登
場
す
る

三

百
名
に

近
い

方
々

の

ご

協
力
を

得

て

作
成
し

た

も
の

が
こ

の

年
譜
で

あ

る
｡

年
譜
と
い

っ

て

も

も
と

よ

り

完
全
で

は

な
い

｡

不

確
資
な

も
の

は
一

切

排
除
し

､

確
讃

を

得
た

も
の

は

詳
細
に

掲
載
す
る

こ

L
に

し
た

｡

従
っ

て

金
牌
を

通
じ
て

不

統
一

を

免
れ

な
い

｡

更
に

は

編
者
の

不
注

意
か

ら

重

要
な

事
項
の

脱
落
が

あ

る

か

も

知
れ

な
い

し
､

怠
慢
と

時
間
の

制
約
か

ら

調
ぶ
べ

く

し
て

掲
載
で

き

な
い

こ

と

も

少
な

く

な
い

｡

そ
の

意
味
で

は
､

こ

の

年
譜
は

所
期
の

目
的
達
成
の

第
一

次
的
作
業
に

過
ぎ

な
い

｡

ご

教
示

賜
っ

た

諸
先
生

･

諸
先

輩
に

心

か

ら
お

ん

産
申
し

あ

げ
る

と

同
時
に

､

大
方
の

叱
正

を

願
う
次
第
で

あ

卑
｡

-

∧

九
こ

年
(

明
治
二

五
年
)

■

二

月
二

日

上
田

芳
頗
(

上

田

回
漕
店
主
)

､

な
か

の

次
男
と

し

て
､

東
京
市
日

本
橋
匝
小

網
町
に

生
ま

れ

た
｡

上

田

辰
之

助
名
誉

教
授
年

簿

ββ3
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J3
一

l
▲

二

九
五

貫

仮
名

使
い

及
び

字

句
の

一

部
編

者
訂
正

｡

)

一

九

〓
八

年
(

大
正

五

年
)

(

二

十
四

歳
)

三

月

東
京
高
等
商
業

車
校
専
攻
部
貿
易
科
を

卒
業

､

こ

の

時
､

卒

業
論
文
と

し
て

､

『

英
国
に

於
る

資
本

主
義
を

論
じ

企
業
合
同
に

及
ぶ
』

を

提

出

し

た
｡

四

月
ニ

○
日

東
京
高
等

商
業
学
校
講
師
を

嘱
託
さ

れ

た
｡

一

九
一

七

年
(

大
正

六

年
)

(

二

十
五

歳
)

一

一

月
二

一

日

東
京
高
等
商
業
畢
校
数
授
に

任
ぜ

ら

れ
､

高
等
官
七

等
に

鼓
せ

ら

れ

た
｡

〓
月
二

八
日

商
業
英

語
又
び

商
業
学
研
究
の

た

め
､

清
二

ケ

年
間
ア

メ

リ

カ
へ

留
学
を

命
ぜ

ら
れ

た
｡

一

二

月
二

八
日

従
七

位
に

鼓
せ

ら

れ

た
｡

】

九
一

∧

年
(

大
正

七

年
)

(

二

十
六

歳
)

三

月
ニ

ー

日

ペ

ン

シ

ル

プ
ァ

エ

ア

大
草
(

→

ど
P

已

言

邑
t

y

O
f

汐
口

已
y

-

昌
已
且

に

留
寧
の

た

め

東
京
を

出
優
し

た
｡

ベ

ン

シ

ル

グ
ァ

ニ

ヤ

大

学

に

お
い

て

は

H

m
O
→

叫

声

甘
F
ロ

岩

ヂ
0
示

巴
P

O
f

t

ど

弓
訂
ユ
○

日

野
F
0
0
-

に

つ

い

て

海
運

論
を

研
究
し

､

同
時
に

､

こ

の

頃
第

一

次
せ

界

戦
争
に

封
し

て
､

ペ

ン

シ

ル

グ
ァ

ニ

ヤ

を

接
鮎
と

し

て

清
嶺
な

平
和
運
動
を

緩
け
る

ク
さ

イ

カ

一

に

共
鳴
し

た
｡

【

九
〓

0

年
(

大
正

九
年
)

(

二

十
七

歳
)

二

月
一

〇
日

常
撃
満
期
後
満

一

ケ

年
私
費
滞
在
を

許
可
さ

れ

た
｡

四

月
一

日

東
京
高
等
商
業
寧
校
の

大
学
昇
格
に

伴
い

､

東
京
商
科
大
草
附
属
商
業
専
門
部
教
授
に

任
ぜ

ら

れ

た
｡

大
正

九
年
四

月
一

九
日

ま

で
､

正

式
に

ア

メ

リ

カ

滞
在
を

命
ぜ

ら

れ

た
｡

こ

の

頃
､

シ

カ
ゴ

に

あ
る

朝
鮮
の

仮
政
府
が

､

フ

ィ

ラ

デ
ル

ア

ィ

ヤ

の

有
力
紙

吋
F
b
-
i

O

F
e

倉
¢
り

に

排
日

宜
停
を

し

た
た

め
､

同
紙
に

日

本
の

立
場
を

明
ら

か
に

し

て

反
撥
し
た

｡

上

田

虎
之

助

名
著

教
授
年

静
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】7
-

31

七

月
二

八

日

東
京
商
科
大
学
数
授
に

任
ぜ

ら

れ
､

東
京
商
科
大
草
附

唇
商

畢
専
門
部

教
授
を

兼
任

､

高
等
官
三

等
に

鼓
せ

ら

れ

た
｡

主
の

年
東
京
商
科
大
学
に

お

い

て

英
米
文

化
論

･

中
世

敦
合
の

経
済
学
説

二
商

業
英
語
お

よ

び

研
究

指
導
を

捨
嘗
し

た
｡

】

九
三
二

年
(

昭

和
七

年
)

(

四

十
歳
)

五

月
一

一

日

教
育
検
定

委
員
合
臨
時
委
員
と

な
っ

た
｡

】

一

月
一

五

日

正

五

位
に

鼓
せ

ら

れ

た
｡

-

九
三
三

年
(

昭

和
八

年
)

(

四

十
一

読
)

一

月
一

九
日

動
四

等
に

鼓
せ

ら
れ

､

瑞
貴
幸
を

授
け

ら

れ

た
｡

二

月
二

二

日

教
員
検
定
委
員
曾
臨
時
委
員
を

免
ぜ

ら

れ

た
｡

五

月
一

二

目

教
育
検
定
委
員
合
臨
時
委
員
と

な
っ

た
｡

一

九
三

四

年
(

昭

和
九
年
)

(

四

十
二

義
)

二

月
一

日

教
員
検
定
委
員
合
臨
時
委
員
を

命
ぜ

ら
れ

た
｡

四

月

文
部
省
語
学
研
究
所
理

事
と

な
っ

た
｡

こ

の

年
､

商
業
英
語

･

欧
洲
中
世
経
済
畢
史
お
よ

び

研
究
指
導
を

捨
嘗
し

た
｡

-

九
三

五

年
(

昭

和
十
年
)

(

四

十
三

歳
)

二

月
二

七

日

『

社
食

職
分
を

基
調
と

す
る

ト
マ

ス

･

ア

タ

ィ

ナ
ス

の

経
済
思
想
に

関
す
る

研
究
』

を

東
京
帝
国
大
草
経
済
撃

部
に

提
出
し
､

経
済

寧

博
士
の

学
位
を

授
け

ら

れ

た
｡

こ

の

論
文
は

.
｢

聖
ト
マ

ス

に

於
け
る

職
分
社
食
思
想
の

研

究
+

(

『

商
草
餅

究
』

撃
壷
)

と

『

聖
ト
マ

ス

経
済

寧

-
中
世
経
済

学
史
研
究
の

一

文
献
』

(

刀

江

書
院

･
昭

和
九

年
)

と

を

合
本
し

た

も

の

で

あ
っ

て
､

さ

き

に

稲
田

徳
三

先
生
が

開
拓
し

た

｢

ト
マ

ス

･

ダ

キ

ノ

の

経
済
畢
説
+

に

系
統
と

原
典
的
基
礎
と

を

輿
え
た

注
目
す
べ

き

業
繚
で

あ

る
｡

ト
マ

ス

研
究
の

盛
ん

な

グ
ァ

テ
り

カ

ン

法
王

靡
は

感
謝
状
を

以
て

､

フ

ラ
ン

ス

政

府
ほ
オ

フ

ィ

シ

ェ

. ･

ダ

カ

デ
､

､

､

-

章
を

以
て

､

こ

の

業
繚
を

表

上
田

辰
之

助

名
誉

教
授
年

譜

､
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】

席

静

叢

弟
三

十
七

春

希
五

凍

1 4〇

一

二

月

日

本
畢
術
振

興
合
第
三

常
置
委
員
合
委
員
(

経
済
孝

)

を

委
嘱
さ

れ

た
｡

+

【

九
四

-

ニ

年
(

昭

和
十
八

年
)

(

五

十
一

歳
)

二

月
一

五

日

正

四

位
に

叙
せ

ら

れ
た

｡

■
十

一

月
二

日

教
員
検
定
委
員
合
臨
時
委
員
を

命
ぜ

ら

れ

た
｡

-

九
四
四

年
(

昭

和
十
九
年
)

(

五

十
二

歳
)

四

月
一

二

日

動
二

等
に

鼓
せ

ら

れ
､

瑞
貨
車
を

授
け

ら
れ

た
｡

■

】

九
四

五

年
(

昭

和
二

十

年
)

(

五

十
三

歳
)

春

日

葦
畢
蛮
懇
話
合
(

後
の

中
国
研
究
所
)

を

創
立

､

平
野
義
太

郎
･

風
早
八

十
二

と

共
に

世
話
人

と

な

り
､

･
長
谷
川
如
是
閑

･

三

浦
新
七
.

･

根
岸

借
･

未
弘
巌
太
郎

･

長
輿
善
郎
ら

と

日

中
両
国
民
の

相
互

理

解
を

通
じ
て

､

南
国
の

関
係
の

正

常
化
に

つ

と

め

た
｡

九
月
三

七

日

｢

復
興
日

本
と

報
徳
原
理
+

七

題
し

て

丸
の

内
合
館
に

お

い

て
､

報
徳
経
倫
協
曾
主

催
の

講
演
を

行
っ

た

(

便
箋
用
紙
五

〇
枚
)

一

一

月
二

二

日

｢

報
徳
に

於
け
る

反
省
と

前
進
+

と

題
し

て
､

丸
の

内
静
養
軒
に

お

い

て

報
徳
経
倫
協
合
主

催
講

演
を

行
っ

た
｡

(

便
箋

用

紙

四
-

枚
)

一

二

見

財
国
法
人
大
倉
山
文
化
科
学
研
究
所
理

事
及
び

所
長
に

就
任

｡

毎
周

一

同
の

明

治
文

化
を

中
心

と

す
る

研
究
合
を

指
導
さ
れ

た
｡

後
年
西
鶴
研
究
に

着
手
さ

れ

る
一

つ

の

機
縁
と

な
っ

た

と

想
像
さ

れ
る
｡

-

九

聖
八

卑
(

昭

和
二

十
一

年
)

(

五

十
四

歳
)

一

月
一

二

日

日

華
寧
肇
懇
話
禽
定
例

研
究

脅
に

お

い

て
､

｢

中
国
に

お

け

る

㌢

メ

リ

カ

的
な

も
の

と
ソ

連
的
な

も
の
+

に
つ

い

て

報
告
さ

れ

た
｡

三

月

｢

思
想
の

科
学
研
究
合
+

の

蜃

足
に

あ

た

り
､

脅
の

名
づ

け

親
と

な
っ

た
｡

四

月
二

八

日

日

萱
草
牽
懇
話
合
に

お
い

て

蒋
介
石

著
『

中
国
経
済
学
説
』

の

紹
介

･

批
判
を

行
な
っ

た
｡

一

一

月
二

六

日

教
育
職
貝
適
格
審
査

委
員
合
に

お
い

て
､

適
格
と

判
定
さ

れ

た
｡

∂氏e

+
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こ

の

年
､

日

本
文
化

人
連
盟
理

事
､

民
主
主
義
科
学
者
協
合
創
立

蔑
超
人

､

あ
る

び

よ

ん

く

ら

ぶ

創
立

費
超
人

､

理

事
､

日

英
協
曾
-

｡

苫
n

-

臼
ユ

富
F

A
払

萎
じ

巨
-

㌢

評
議
員

､

英
国
文
化
振
興
禽

(

賢
t
-

s

F

C
｡

告
邑
)

理

事
､

普
連
土

女
寧
園
評
議
員

､

理

事
と

な
る

｡

一

二

月
一

日

全
国
大
草

教
授
連
合
嶺
合
式
第

一

同
組
合
(

東
大
)

に

て

理

事
に

就
任

｡

主
と

し

て

学
問
田

還
の

自

由
､

渉
外
関
係
を

蟹
田

し

た
｡

-

九
四

七

年
(

昭

和
二

十
二

年
)

(

五

十
五

歳
)

一

.
月
五

目

あ

や

の

夫

人
が

亡

く
な

ら

れ

た
｡

四

月

国
際
教
育
協
合
理

事
に

就
任
さ

れ

た
臥

八

月
二
･一

日

三

浦
新
七

博
士

東
京
商
科
大
寧
葬
に

あ

た

り
､

葬
儀
委
員
長
を
つ

と

め

ら

れ

た
｡

-

九
四

八

年
(

昭

和
二

十
三

年
)

(

五

十
六

歳
)

秋

米
国
人
文
科
単
願
閉
園
の

来
日
に

際
し

日

本
側
委
員
合
(

委
員
長
南
原

繁
)

の

経
済
関
係
主
任
委
員
と
な
っ

た
｡

一

二

月
二

七

日

公
職
適
否
審
査

合
に

お

い

て

非
貢
常
と

判
定
さ

れ

た
｡

-

九
四

九
年
(

昭

和
二

十
四

年
)

(

五

十
七

歳
)

五

月

三
一

日

東
京
商
科
大
草
が

一

橋
大
学
と

改

稀
さ

れ

る

に

伴
い

､

一

橋
大
畢
教
授
乗
専
門
部
教
授
に

補
せ

ら
れ

た
｡

一

橋
大

学
経
済
学
部
長
に

補

せ

ら

れ

た
｡

六

月
一

四

日

普
連
土

学
園
に
お

い

て

｢

女
性
と

創
竜
+

と

題
し

て

講
演
を

行
っ

た
｡

八

月

C
O

日

邑
什

e

e

O

:
訂
A
日
e

旨
P

守
-

e

n

d
払

瞥
H

ま
｡

e

C
e

n
什

3
､

H

n
t

e

岩

邑
｡

臼

巴

警

已
e

已

S
e

m
訂
P
→

の

U
e

呂
と

な
る

｡

以
後
毎

年

C
F
P

首
m
甲
口

又
は

ロ
e

P
ロ

■
を

務
め

た
｡

C
F
P

汀
m
p

け

O
f

t

訂
A

賢
1

-

s

O

り

叶

c
O

日
m

≡
e

e

O
f

t

F
e

A
日
e

旨
p

廿

イ
訂
ロ

d
払

∽
2

ヨ
訂
e

C

昌
t

岩

に

就
任

｡

.

一

〇
月
五

日

目

本
学
士
員
含
員
に

推
薦
さ

れ

た
｡

こ

の

年
神
奈
川
牌
国
書
館
協
含
の

設
立
に

伴
い

食
長
に

就
任
し

た
｡

上

田

辰
之

助

名
菅

敦
腰
年

諸

∂β3
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一

二

月
二

五

日

日

本
基
督
友
合
戸
山
八

イ

ツ

穏

打
合
に

お

い

て
､

雑
誌
『

友
仔
』

を

蟄
糾
さ

れ

た
¢

】

九
五

四

年

(

昭

和
二

十
九
年
)

(

六

十
二

歳
)

五

月

八

日

横
濱
国
立
大
畢
経
済
学
部
に

ぁ
け

る

経
済
畢
史
学
合
第
九

同
大
禽
席
上

､

同

学
舎
監

事
に

推
薦
さ
れ

た
｡

二
月
七

日

関
西
大
学
に

お

け

る

経
済
学
史
学
合
第
十
同
大
曾
に

お
い

て
､

｢

西
鶴
の

一
束
西
経
済
息
相
称

の

二

つ

の

典
型
+

と

題
し

て
､

研
究
を

餞
表
さ

れ

た
｡

『

日

本
永
代
蒋
』

と

デ
ィ

フ

ォ

ウ
の

『

イ
ギ

リ

ス

商
人

大
顧
』

一

一

月
九
日

大
阪
誓
願
寺
の

西
鶴
の

墓
に

詣
で

た
｡

-

九
五

五

年

(

昭

和
三

十
年
)

(

六

十
三

歳
)

三

月
三

一

日

停
年
に

よ

り
一

橋
大
畢
を

解
職
さ

れ

た
川

一

橋
大
撃
大
挙
院
委
員
合

委
員
を

免
ぜ

ら

れ
た

｡

四

月

加
水
合
理

事
に

就
任

｡

五

月
九
日

一

橋
大
学
名
巻
数
授
の

稀
競
を

授
け

ら

れ

た
｡

五

月

オ
ー

ス

ト

ラ
リ

ア

の

新
聞

→

訂

A

ぷ
宏

の

記

者
よ

り

来
電

､

日

本
に

お

け
る

原
爆
の

被
害
調
査

を

依

楓
さ

れ

た
｡

茅
誠
司
畢
術
合
議
議
長

と

相
談
更
に

都
築
正

男
日

赤
中
央
病
院
長
を

交
え

返
電

｡

こ

れ

は

七

月

記
者

呂
口

河

琵
琶

の

衆
目

に

よ

り

同
紙
に

大
き

く

報
道
さ

れ

た
｡

記
者

来
日
の

際
三

笠
宮
に

紹
介
し

同
宮
の

『

帝
王
の

墓
』

の

紹
介
の

努
を

と

ら

れ

た
｡

九
月

一

日

国
際
基
督
致
大
草
客
員
教

授
に

威
任

｡

一

一

月
三

日

天
草
の

史
蹟
を

尋
ね

､

天
草
二

郎
の

墓
の

荒
贋
を

嘆
き

､

朝
日

新
聞
長
崎
版
に

投
書

､

反
響
が

大
き

く

関
係
者
を

寅
愕
さ

せ

た
｡

一

二

月
二

二

日
■

東
京
女
子
大
学
附
属
比

較
文
化
研
究
所
講
演
合
に

お
い

て
､

『

イ

ギ

リ
ス

文
化
に

お

け
る

経
済
と

文
革

1
産
業

革

命
と

英
文
寧
第

一

期
デ
ィ

フ

ォ

ウ

よ

り

ラ
ム

ま

で
』

の

講
演
を

行
っ

た
｡

-

九
五

大

年
(

昭

和
三

十
一

年
)

(

六

十
四

歳
)

一

月

梨
芳
含
(

歌
舞
伎
裏
方
の

合
)

を

組
織
し

､

合
長
と

な
っ

た
｡

上
田

辰
之

助
名

誉
教

授
年

譜

占β5

月
八

月
九

日

関
西
畢
院
大
草
に

お

い

て

｢

市
民

社
食
に

つ

い

て
+

講
演
を

行
っ

た
｡
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追
加
)

■

九

〓
一

年
(

明

治
四

五

年
)

四

月
二

七

日

東
京
高
等
商
業
寧
校
英
語
部

第
一

七

同

大
合
の

英
語
劇

こ
已
-

p
功

C

琵
琶
→

-

に

お

い

て

守
已
忌

の

役
を

演
じ

た
｡

】

九

〓
ニ

年

(

大
正
二

年
)

■

五

月
二

日

東
京
高
等
商
業
車
校
英
語
部
第

一

八

同
大
合
の

た

め
に

英
語
劇
の

シ

ナ

サ

オ
ー

申
0

己
}

g

冒
p

ヨ
p
t

賢
切

符
○

日

t

ど

ロ

C
･

S
㌧

を

書

い

た
｡

五

月
三

日

右
大
食
に

お
い

て

→
F

O

m
監

O
t

宅
p

コ
ヘ
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昌
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O

e

勺

3
雷

ヨ
e

争

○
り

p

吋
-

O
t

巨
岩
○

言
冨
山

､

の

J

p

琵
⑳

→

の

役
を

演
じ

た
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】

九
】

四

年
(

大
正

三

年
)

四

月

六

日

東
京
高
等
商
業
学
校
英
語
部
第

一

九
同

大
合
の

英
語
劇
の

シ

ナ

ワ

オ

と

し
て

‥
→
F
e

C

苫
巴
t

0
1

0

已

已
t

t

e

中
､

を

呂
○
-

-

町
e

か

ら

英
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､
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日
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岩
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n
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(

附
表
)

東
京

高
等
商
業
学
校

･

嵐
京

商
粁

大

草
･

一

橋
大

単
に

お

け
る

罷
義
婚
骨

三

党
友

一

九
一

六

年

英
語

一

九
一

七

年
-

一

九
二

一

年

留
学
の

た

め

休

講

-

九
二

二

年

銭

苧
一

両
菜

英
語
(

畢
部
)

､

英
語
(

附

属
商
拳
専
門

部
=

以

下

専
門

部
と

略

す
)

一

九
二

三

年

銭
道

･

商
業
英

語
･

研
究
指

導
(

学
部
)
､

英
語
(

専
門
部
)

一

九
二

四

年

-
一

九
二

七

年

一

九
二

八

年

英
米
文
化
論

一

九
二

九

年
-

一

九
三

〇
年

一

九
三

一

年
-

一

九
三

二

年

商
業
英
語

･

西
洋
経
済
事
情

･

域
道

･

研
究
指
導
(

拳
部

)

､

英
語
(

専
門

部
)

フ

ラ
ン

ス

語
･

経
済
政
策

･

研
究
指
導

英
米
文

化
論

･

中
世
敦
合
の

経
済
学
説

英
米
文
化

論
･

中
世
散
骨
の

経
済
学
史

(

畢
部
)
､

英
語
(

専
門

部
)

ラ

テ
ン

語
･

経
済
政

策
･

研
究
指
導
(

畢
都
)

､

英
語
(

専
門

部
)

商
業
英
語
･

研
究
指

導

一

九
三

三

年

欧
洲
中
世
経
済
学
説
∴

商
業
英
語

･

英
語

･

研
究
指

導

一

九
三

四

年

商
業
英
語

･

欧
洲
中
世
経
済
学
史

･

,
研
究
指
導

一

九
三

五

年
-

一

九
三

七

年

一

商
業
英
語

･

一

九
三

八

年

1
一

九
三

九
年

商
業
英
語

･

一

九

四

〇
年

商
業
英

語
･

経
済
思
想
史

･

一

九
四

一

年
1

一

九
四

二

年
一

商

業
英
語

･

一

九
四
三

年
-

一

九
四

五

年

経
済
言
語
論

一

九
四

六

年
1

一

九
四

八

年

不

詳

経
済
畢
史
特
殊
問
題

･

研
究
指

導

経
済
思
想
史

･

組
合
国
家
論

･

研
究
指
導

研
究
指
導

最
近
政
治
経
済
史

･

研
究
指
導

･

経
済
思
想

史
･

研
究
指
導

一

九
四

九
年

産
臍
学
兄
(

-

橋
大

草
経
済
革
部
=

以
下

-

棒
大

畢
を

省
略
)

･

政
令
思
想
(

小

平

分

校
)

､

経
済
畢
史

･

研
究
指
導

(

東

軍
商

科
大

草
)

一

九
五

〇
年

⊥
九
五

二

年

経
済
学
史
(

経

済
拳
部

)
､

経
済
畢
史

･

研
究
指
導
(

東

京

商

科
大

草
)

4 7

一

九
五

三

年

社
合

点
想
見

(

雷
撃
部
)

､

痙

彗
丁

特
殊
問
題

･

イ
ギ

リ

ス

祀

香
(

大

学
院
)

1

一

九
五

四

年

社
食
思
想
史
(

社

食

畢
部
=

午
年
)

､

社
食
思
想
(

小

平
分

校
=

牛

年
)

､

穀
倉
恩
恵
(

大

草
院
)

上

田

虎

之

助

名

誉
教
授
年
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